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(57)【要約】
【課題】高透明性、低燃焼性を示し、特に温室用途に好適な散乱活性を有する二軸配向ポ
リエステルフィルムを提供する。
【解決手段】
　本発明は、単層または多層ポリエステルフィルムであって、前記ポリエステルフィルム
は、（１）７０～９２％の透明度を有し、（２）１．０～２．５重量％のＳｉＯ２を含有
し、（３）７００以上のＳＶ値を有し、（４）２～８の拡散係数ＳＦを有し、（５）ヘー
ズが６０～９５％であり、（６）ＡＳＴＭ－Ｄ－１００３に従った透明度が１５～４０％
であり、（７）全ての外層は、各層の重量に対し０．３重量％以上の有機ＵＶ安定剤を含
有することを特徴とするポリエステルフィルム、その製造方法およびその使用に関する。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　単層または多層ポリエステルフィルムであって、前記ポリエステルフィルムは、（１）
７０～９２％の透明度を有し、（２）１．０～２．５重量％のＳｉＯ２を含有し、（３）
７００以上のＳＶ値を有し、（４）２～８の拡散係数ＳＦを有し、（５）ヘーズが６０～
９５％であり、（６）ＡＳＴＭ－Ｄ－１００３に従った透明度が１５～４０％であり、（
７）全ての外層は、各層の重量に対し０．３重量％以上の有機ＵＶ安定剤を含有すること
を特徴とするポリエステルフィルム。
【請求項２】
　フィルムの総厚みが１３μｍ～２５μｍである請求項１に記載のポリエステルフィルム
。
【請求項３】
　３７０ｎｍ未満かつ３００ｎｍ以上の波長領域における透過率が４０％未満である請求
項１又は２に記載のポリエステルフィルム。
【請求項４】
　有機ＵＶ安定剤が、トリアジン類、ベンゾトリアゾール類又はベンゾオキサジノン類か
ら成る群から選択される請求項１～３の何れかに記載のポリエステルフィルム。
【請求項５】
　有機ＵＶ安定剤が、２－（４，６－ジフェニル－１，３，５－トリアジン－２－イル）
－５－（へキシル）オキシフェノールである請求項４に記載のポリエステルフィルム。
【請求項６】
　各外層に添加される前記ＵＶ安定剤の量が、各層の重量に対し０．３～３重量％である
請求項１～５のいずれかに記載のポリエステルフィルム。
【請求項７】
　前記ポリエステルフィルムが、主構成成分であるポリエステルに非相溶である白化ポリ
マーの含有量がフィルムの重量に対し０．３重量％未満である請求項１～６の何れかに記
載のポリエステルフィルム。
【請求項８】
　前記ポリエステルフィルムの全ての構成層が、炭酸カルシウム粒子、アパタイト粒子、
請求項１に記載の二酸化ケイ素粒子以外の二酸化ケイ素粒子、酸化アルミニウム粒子、架
橋ポリスチレン粒子、架橋ポリメチルメタアクリレート（ＰＭＭＡ）粒子、ゼオライト粒
子、ケイ酸アルミニウム粒子、ＴｉＯ２粒子またはＢａＳＯ４粒子を各層の重量に対し１
重量％を越えて含有しない請求項１～７の何れかに記載のポリエステルフィルム。
【請求項９】
　前記ポリエステルフィルムがベース層および２つの外層の３層から成り、前記ＳｉＯ２

粒子の７５％以上がベース層に存在する請求項１～８の何れかに記載のポリエステルフィ
ルム。
【請求項１０】
　外層が、それぞれ前記ＳｉＯ２粒子を１．５％未満の量で含有する請求項９に記載のポ
リエステルフィルム。
【請求項１１】
　前記ポリエステルフィルムが、少なくとも１つの外層を含む複数の層から成り、外層の
ポリエステル中のイソフタル酸単位の含有量が、ポリエステルのジカルボン酸成分に対し
８～２３モル％である請求項１～１０の何れかに記載のポリエステルフィルム。
【請求項１２】
　前記ポリエステルフィルムがベース層および２つの外層の３層から成り、両外層のポリ
エステル中のイソフタル酸単位の含有量が、各層のジカルボン酸成分に対し８～２３モル
％である請求項１１に記載のポリエステルフィルム。
【請求項１３】
　ポリエステル又は、個々の層のポリエステル混合物を１つ以上の押出機により圧縮およ
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び液状化し、得られた溶融物を単層または多層ダイで押出し成形して平坦溶融シートを得
た後、該平坦溶融シートを冷却ロール及び１つ以上の引取りロールでプレフィルム状に延
伸し、得られたプレフィルムを冷却固化し、次いで二軸配向することから成る請求項１に
記載のポリエステルフィルムの製造方法であって、当該ポリエステルフィルムは１．０～
２．５重量％のＳｉＯ２を含有し、該ＳｉＯ２粒子のｄ５０値が３～９μｍであり、全て
の外層は、各層の重量に対し０．３重量％以上の有機ＵＶ安定剤を含有することを特徴と
するポリエステルフィルムの製造方法。
【請求項１４】
　請求項１～１２のいずれかに記載のポリエステルフィルムから成るブラインド製造用光
拡散フィルム。
【請求項１５】
　請求項１～１２のいずれかに記載のポリエステルフィルムから成る温室。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、高い透明性を有し、二酸化ケイ素粒子およびＵＶ安定剤を含有する少なくと
も１つのベース層を有する、高光散乱性、二軸配向、ＵＶ安定性ポリエステルフィルムに
関する。本発明のフィルムは、温室ブラインド（日除け）製造用として好適である。該フ
ィルムは、特有の透明性および高散乱性を有する。本発明は、更に、該ポリエステルフィ
ルムの製造方法および該フィルムの温室での使用に関する。
【背景技術】
【０００２】
　温室で使用するブラインド用フィルムは、一連の要件を満たす必要が有る。その要件の
１つは、植物の成長に必要な光成分のフィルム／ブラインド通過を許容し、他方温室の過
剰加熱を起こす不要光成分を反射させることである。夜中においては、ブラインドは、更
に、温室内の地面からの上昇熱を、対流制動及び反射の両方により、保存する必要が有る
。
【０００３】
　また、植物の光源への配向を低減するのみならず、植物下部に効果的に照光を行う上で
、透過光が、出来るだけ拡散して植物に到達することが有利である。このためには、もし
散乱角が小さ過ぎると、光の大部分が、常に、光源方向から直接衝突するので、最小散乱
角を設定することが要求される。しかしながら、散乱角が大き過ぎると、隣接植物の影に
起因して植物の下方部分に達することが出来ない場合、更に、特に、比較的小さい温室の
場合に、非常に多量の光が、温室の外部に散乱してしまう。該フィルムは、更に、太陽光
保護及び最適光供給の良好なバランスを得るため、７０～９２％の透明度（ＡＳＴＭ　Ｄ
－１００３）を有する必要が有る。更に、該フィルムは、重大な黄変、表面の脆弱化又は
亀裂形成、若しくは機械特性の過酷な低下等を被ることなく、５年間以上温室内でブライ
ンドを使用可能とするＵＶ安定性を有する必要が有る。
【０００４】
　温室内の火災は、広い範囲の経済的損失の原因となるので、該フィルムは、低い燃焼特
性を示す必要がある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、７０～９２％の高透明性を特徴とし、低燃焼性を示し、特に温室用途
に好適な散乱活性により区別される、二軸配向ポリエステルフィルムを製造することにあ
る。更に、該フィルムは、多年に亘る屋外使用においても、重大な黄変を被ることなく、
表面の脆弱化又は亀裂形成を生じることなく、そしてまた、用途における重大な機械特性
の低下のないことが要求される。更に、１３～２５μｍの膜厚範囲において、該フィルム
は、現存の単層又は多層ポリエステルフィルム製造ラインにおいて、経済的に製造可能で
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あることが要求される。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明者は鋭意検討の結果、前記目的は特定のポリエステルフィルムにより達成できる
ことを見出した。
【０００７】
　本発明の第１の要旨は、単層または多層ポリエステルフィルムであって、前記ポリエス
テルフィルムは、（１）７０～９２％の透明度を有し、（２）１．０～２．５重量％のＳ
ｉＯ２を含有し、（３）７００以上のＳＶ値を有し、（４）２～８の拡散係数ＳＦを有し
、（５）ヘーズが６０～９５％であり、（６）ＡＳＴＭ－Ｄ－１００３に従った透明度（
明澄度）が１５～４０％であり、（７）全ての外層は、各層の重量に対し０．３重量％以
上の有機ＵＶ安定剤を含有することを特徴とするポリエステルフィルムに存する。
【０００８】
　本発明の第２の要旨は、ポリエステル又は、個々の層のポリエステル混合物を１つ以上
の押出機により圧縮および液状化し、得られた溶融物を単層または多層ダイで押出し成形
して平坦溶融シートを得た後、該平坦溶融シートを冷却ロール及び１つ以上の引取りロー
ルでプレフィルム状に延伸し、得られたプレフィルムを冷却固化し、次いで二軸配向する
ことから成る第１の要旨に記載のポリエステルフィルムの製造方法であって、当該ポリエ
ステルフィルムは１．０～２．５重量％のＳｉＯ２を含有し、該ＳｉＯ２粒子のｄ５０値
が３～９μｍであり、全ての外層は、各層の重量に対し０．３重量％以上の有機ＵＶ安定
剤を含有することを特徴とするポリエステルフィルムの製造方法に存する。
【０００９】
　本発明の第３の要旨は、第１の要旨に記載のポリエステルフィルムから成るブラインド
製造用光拡散フィルムに存する。
【００１０】
　本発明の第４の要旨は、第１の要旨に記載のポリエステルフィルムから成る温室に存す
る。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明のフィルムは、特有の透明性および高散乱性を有するため、温室ブラインド（日
除け）製造用として好適である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　本発明のフィルムの総厚みは１３～２５μｍであり、好ましくは１４～２３μｍ、更に
好ましくは１４．５～２１μｍである。フィルムの総厚みが１３μｍ未満の場合、温室で
の最終用途において亀裂を伴うフルム損傷のリスクが非常に高まり、もはや伸びを被るこ
となしでは、ブラインド用途で負荷される張力を受容するするために十分な機械特性を有
さない。フィルムの膜厚が４０μｍを越える場合、当該フィルムは、過剰に剛性が高くな
り、開放持ち上げ状態で生じる「フィルム梱（フィルムベール）」が、非常に大きくなり
過ぎ、従ってその影が過剰に大きくなる。
【００１３】
　本発明のフィルムは単層フィルムであっても、多層フィルムであってもよい。単層フィ
ルムの場合、ベース層の単層のみから成る。多層フィルムの場合、フィルムは１つのベー
ス層と少なくとも１つの他の層とから成り、他の層は、そのフィルム内での配置に従って
、中間層（この場合、少なくとも１つの更なる層が、２面の各々に存在する）又は外層（
フィルムの外側層を形成する層）と呼ぶ。多層フィルムの場合、ベース層の厚みは、少な
くとも他の層の合計厚みと同程度であり、好ましくは総フィルム厚みの５５％以上であり
、より好ましくは総フィルム厚みの６３％以上である。
【００１４】
　ベース層以外の層において、外層の厚みは、好ましくは０．５μｍ以上、更に好ましく
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は０．６μｍ以上、特に好ましくは０．７μｍ以上である。一方外層の厚みは、好ましく
は４μｍ以下、更に好ましくは３μｍ以下、特に好ましくは１．５μｍ以下である。外層
の厚みが０．５μｍ未満の場合、外層の作業安定性及び層厚均一性が低下する。外層の層
厚が０．７μｍ以上では、非常に良好な作業安定性が達成される。外層が過剰に厚い場合
、フィルムの有益性が低下する。これは、フィルム特性（特に、ＵＶ安定性）の確保のた
めには、再生材料を、ベース層のみに供給すべきであるが、もしベース層厚みが、総フィ
ルム厚みに比して過剰に小さい場合は、該再生材のサイクルを達成するため、％換算で過
剰の再生材を、この層に供給する必要があるためである。その場合、該ベース層により、
例えば、ＵＶ安定性及び透明性などの特性に関し悪影響が生じる可能性もある。更に、二
酸化ケイ素の表面効果は、２μｍ以上の層厚みから過剰に降下し（特に３μｍ以上の層厚
みから非常に顕著となる）、所望の散乱効果を達成するためには、比較的多量の粒子を必
要とする。
【００１５】
　更に、フィルムは、３７０ｎｍ未満から３００ｎｍまでの波長範囲で低透過率を示すこ
とが要求される。前記範囲内の波長における透過率は４０％未満、好ましくは３０％未満
、更に好ましくは１５％未満（方法に関しては、後述の測定法を参照）である。この結果
、フィルムは、脆弱性および黄変から保護され、この性質によって、更に、温室内の植物
および設置物がＵＶ光から保護される。フィルム透過率において、３９０ｎｍを越える波
長範囲での透明度は１５％より大きく、好ましくは２０％より大きく、更に好ましくは３
０％より大きい。これは、前記波長範囲が、重要な光合成活性を有し、この波長範囲を過
剰にフィルタリングすると植物成長が悪影響を受けるためである。低ＵＶ透過性は、有機
ＵＶ安定剤の添加により達成される。ＵＶ光に対する低透過性により、フィルム及び任意
にフィルム内に存在させる難燃剤の急激な分解および顕著な黄変を防ぐ。有機ＵＶ安定剤
は、トリアジン類、ベンゾトリアゾール類又はベンゾオキサジノン類からなる群より選択
される。これらの中で、特に好適な有機ＵＶ安定剤は、トリアジン類、更に好ましくは２
－（４，６－ジフェニル－１，３，５－トリアジン－２－イル）－５－（へキシル）オキ
シフェノール（Ｔｉｎｕｖｉｎ（登録商標）１５７７）である。
【００１６】
　それ故、本発明のフィルム又は多層フィルムは、少なくとも１つの外層、好ましくは両
外層に、少なくとも１種の有機ＵＶ安定剤を含有する。この場合、好ましいＵＶ安定剤と
しては、トリアジン誘導体、特に２－（４，６－ジフェニル－１，３，５－トリアジン－
２－イル）－５－（へキシル）オキシフェノール（Ｔｉｎｕｖｉｎ（登録商標）１５７７
」）が挙げられる。トリアジン誘導体は、通常のＰＥＴ処理温度である２７５～３１０℃
で熱安定性が良好であり且つフィルムからのガス発生が低いので、特に好ましい。
【００１７】
　単一または複数の外層、及び／又は好ましい実施形態におけるモノフィルムへのＵＶ安
定剤の添加量は、各層の重量に対し好ましくは０．３～３重量％、更に好ましくは０．７
５～２．８重量％である。特に好ましくは、外層は１．２～２．５重量％のＵＶ安定剤を
含有する。フィルムの多層実施形態では、好ましくは、外層に加えてベース層にもＵＶ安
定剤を含有する。この態様において、ベース層内のＵＶ安定剤の重量％での含有量は、外
層内の含有量より低いことが好ましい。上記の外層内の含有量は、トリアジン誘導体に対
するものである。トリアジン誘導体の代わりに、ベンゾトリアゾール類又はベンゾオキサ
ジノン類から選択されるＵＶ安定剤を、全体的又は部分的に使用する場合は、置換された
トリアジン成分の分量を、ベンゾトリアゾール類又はベンゾオキサジノン類の量の１．５
倍で置換する必要がある。
【００１８】
　本発明の目的を達成するために、フィルムは、主構成成分であるポリエステルに非相溶
性の白化ポリマー（ホワイトニングポリマー）を含有してもよい。白化ポリマーとしては
、ポリプロピレン、シクロオレフィン共重合体（ＣＯＣｓ）、ポリエチレン、ポリスチレ
ンが挙げられ、その含有量は（フィルム重量に対し）０．３重量％未満であるが、白化ポ
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リマー非含有（０重量％）であることが好ましい。これは、かかるポリマーが、場合によ
っては、良好な光散乱効果を示すが、これらポリマーは、燃焼特性を大きく悪化させ、Ｕ
Ｖの影響下で過剰な黄変を被るためである。つまり、上記ポリマーの存在により、相当多
量のＵＶ安定剤を更に添加する必要が生じ、コスト的に不利となる。
【００１９】
　フィルム又は、多層フィルムの場合、少なくともベース層は、光散乱の目的で二酸化ケ
イ素粒子（「光散乱粒子」）をフィルムの合計重量に対し１．０重量％以上、好ましくは
１．１５重量％以上、更に好ましくは１．２５重量％以上の量で含有させる。ＳｉＯ２粒
子の量は、２．５重量％以下、好ましくは２．０重量％以下、更に好ましくは１．７重量
％以下である。粒子の量が、少な過ぎると、光散乱効果は、過剰に低くなる。粒子の量が
、多過ぎると、透明度が低下し、望ましくない透明度歪み（ｂｏｗ）が、フィルムの幅に
亘って生起し、フィルム製造中の作業信頼性が低下する。上記二酸化ケイ素粒子の平均粒
径ｄ５０値は、通常３～９μｍ、好ましくは４～８μｍ、更に好ましくは５～７μｍであ
る。平均粒径ｄ５０値は、「Ｍａｌｖｅｒｎ　Ｍａｓｔｅr　Ｓｉｚｅｒ　２０００」を
使用して測定された粒子サイズに基づくものである。上記サイズ範囲の粒子と比較して３
μｍ未満のｄ５０値を有する粒子を使用する場合、粒子含有量（重量％）が上記粒径範囲
のＳｉＯ２粒子の含有量に相当する場合は、より低い光散乱角及びより大きな透明度低下
を示す結果となる。上記と同一レベルの粒子含有量（重量％）において、９μｍを越える
ｄ５０値を有する粒子は、所望のサイズ範囲の粒子と比較して、光散乱効果の更なる向上
効果を与えない。更に、大きな空隙（キャビティ）が、粒子の周囲に形成される。これら
空隙の効果は、透明度を低下させ、更に、これら空隙は、フィルムの幅方向に均一に形成
されない。これら空隙は、フィルムウェブの端部域で、フィルムの機械方向により多くか
つより強く配向する。この現象は、最終用途において望ましくない透明度歪み及びフィル
ムウェブの幅方向の散乱を生じる。
【００２０】
　ベース層（又は複数のベース層）及び外層（又は複数の外層）は、更に、光散乱効果を
向上するため、又は巻取り特性を向上するため、他の粒子を含有してもよい。かかる無機
または有機粒子としては、例えば、炭酸カルシウム、アパタイト、他の二酸化ケイ素（上
記二酸化ケイ素粒子と異なるもの、特に当該粒子より粒径が小さいもの）、酸化アルミニ
ウム、架橋ポリスチレン、架橋ポリメチルメタアクリレート（ＰＭＭＡ）、ゼオライト、
及びケイ酸アルミニウム等の他のケイ酸塩、あるいはＴｉＯ２粒子またはＢａＳＯ４等の
他の白色顔料が挙げられる。これら粒子は、フィルムの巻取り特性を向上するため、好ま
しくは、外層に添加される。かかる粒子を添加する場合、二酸化ケイ素系粒子の使用が好
ましい。これは、該二酸化ケイ素系粒子が、透明性低減効果が殆ど無く、光散乱効果に寄
与するためである。これら他の又は異種の粒子の分量は、いずれの層においても、１重量
％を越えることは無く、各場合において各層の合計重量に対し、各層中、好ましくは０．
５重量％未満、更に好ましくは０．２重量％未満である。
【００２１】
　好ましい実施形態において、フィルムは３層から成り、光散乱の目的で使用される粒子
の７５％以上、好ましくは９５％以上の量がベース層内に存在する。好ましくは、外層は
、各々当該光散乱粒子を１．５％未満の量で含有する。当該光散乱粒子の当該配分量は、
例えば、単フィルム又は好ましい範囲よりも多量の粒子を外層に含有するフィルムと比較
して、生産性が大きく向上し、特に膜厚均一性が大きく向上する。上記の光散乱粒子の配
分量により、更に、フィルムの粗さが低下し、最終用途において、汚れ（つまり、透明性
の損失）の傾向がより低下する。
【００２２】
　温室ブラインドに適した燃焼特性を得るには、光散乱粒子および他の粒子、並びに白色
顔料および非相溶ポリマーが好ましい範囲で存在する場合、更に、特に好ましい範囲（そ
の場合のフィルムは、燃焼テスト評価基準４以下を達成する）で存在する場合、難燃剤の
使用を必要としない。上記群の１つを好ましい量を超えて使用する場合、または特定の温
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室用途のために更なる難燃性が必要な場合、フィルムが、更に有機リン化合物系の難燃剤
を含有することが好ましい。更に好ましくは、これらの難燃剤がリン酸エステル又はホス
ホン酸エステルである。この場合、リン含有化合物がポリエステルの一部となっているこ
とが更に好ましい。例えば、「アデカスタブ７００（４，４’－（イソプロピリデンジフ
ェニル）ビス（ジフェニルフォスフェート）」等の非共重合性のリン含有難燃剤は、製造
中の難燃剤からのガス発生の難点に加え、フィルム、即ち、ポリエステルの加水分解安定
性に対する非常に大きな有害効果を有する。このように、高温多湿の温室条件下では、フ
ィルムの脆弱化が急速に進み、ブラインドを交換する必要が生じる。このような有害効果
は、ポリエステル鎖に組み込まれたリン化合物の使用によって顕著に低下する。この場合
、例えば、２－カルボキシエチルメチルホスフィン酸を使用する場合のように（他の好適
な化合物は、例えば、独国特許出願公開第２３４６７８７号明細書に記載される）、リン
が主鎖の一部であってもよい。しかしながら、特に好ましくは、リンを側鎖に有するリン
化合物であり、これは温室条件下での加水分解の傾向が最小となるためである。かかる化
合物は、好ましくは式（Ｉ）で示される化合物である。
【００２３】
【化１】

【００２４】
　式中、Ｒ１は、－ＣＯＯＲ４、－ＯＲ５及び－ＯＣＯＲ６から成る群より選択されるエ
ステル形成基である。
　Ｒ２及びＲ３は、それぞれ独立に、ハロゲン原子、１～１０の炭素原子を有する炭化水
素基およびR１から成る群より選択される。
　Ｒ４は、水素、カルボニル基、あるいは、ＯＨ基またはカルボキシル基を有していても
よい１～１０の炭素原子を有する炭化水素基である。
　Ｒ５は、水素、あるいは、ＯＨ基またはカルボキシル基を有していてもよい１～１０の
炭素原子を有する炭化水素基である。
　Ｒ６は、ＯＨ基またはカルボキシル基を有していてもよい１～１０の炭素原子を有する
炭化水素基である。
　Ａは、１～８の炭素原子を有する二価または三価の炭化水素基である。
　ｎ１は、１又は２であり；及びｎ２及びｎ３は、各々、０、１、２、３又は４である。
　より好ましくは、式（Ｉ）の化合物は、２つのエステル形成官能基を有する。
【００２５】
　特に好適な化合物は、６－オキソジベンゾ［ｃ，ｅ］［１，２］オキサホスフォリン－
６－イルメチルコハク酸ビス（２－ヒドロキシエチル）エステル（ＣＡＳ　Ｎｏ．　６３
５６２－３４－５）である。上記モノマーを、ポリエステルの製造において使用すると、
得られたポリマーは、比較的低い加水分解傾向を示し、フィルム製造において良好な走行
信頼性をもって製造、加工することが出来る。
【００２６】
　ある好ましい実施形態において、フィルム中のリン含有量が、通常５００ｐｐｍ以上、
好ましくは１２００ｐｐｍ以上、更に好ましくは１６００ｐｐｍ以上なるように難燃剤の
使用量を設定する。この場合、リン含有量は（使用される全成分の各重量に対するｐｐｍ
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（物質のモル量ではない）として）、通常５０００ｐｐｍ未満、好ましくは４０００ｐｐ
ｍ未満、更に好ましくは３０００ｐｐｍ未満である。リン含有量が５００ｐｐｍ未満の場
合、フィルムは急速に燃え上がる。リン含有量が大きければ大きい程、燃焼速度はより低
くなるが、加水分解安定性もより低くなる。リン含有量が５０００ｐｐｍを越える場合、
フィルムは、１カレンダー年以下の期間しか使用できないこともある。リン含有量が３０
００ｐｐｍ未満の場合、加水分解速度が十分に遅く、長年の使用によっても不意の加水分
解によるポリマー分解を起こすことがない。
【００２７】
　リン含有量は、層間に亘って均一に配分されるか、又は異なる量で配分される。外層は
、内側層のリン濃度の７５％以上の量でリンを含有するのが好適である。好ましくは両層
が同一のリン濃度を有し、更に好ましくは、外層がベース層より５％以上多い量でリンを
含有する。これによって、特に好適な燃焼特性が得られ、必要なリンの全量をより少なく
出来る。
【００２８】
　フィルムのベース層Ｂ及び他の層のポリマー（ＵＶ安定剤、粒子、難燃剤、ポリオレフ
ィン及び他の添加剤は考慮しない）の８０％以上は、熱可塑性ポリエステルから成る。本
発明の目的のための好適なポリエステルとしては、エチレングリコール及びテレフタル酸
からなるポリエステル（即ち、ポリエチレンテレフタレート、ＰＥＴ）、エチレングリコ
ール及びナフタレン－２，６－ジカルボン酸からなるポリエステル（即ち、ポリエチレン
２，６－ナフタレート、ＰＥＮ）、及び上記のカルボン酸およびジオールの所望の混合物
からなるポリエステルが挙げられる。特に好ましいポリエステルにおいては、その８５モ
ル％以上、好ましくは９０モル％以上、更に好ましくは９２モル％以上がエチレングリコ
ールユニット及びテレフタル酸ユニットから構成される。ナフタレン－２，６－ジカルボ
ン酸の使用は、テレフタル酸の使用以上の利点を有さない。それ故、高価であるナフタレ
ン－２，６－ジカルボン酸は、コスト的に通常使用されない。残りのモノマーユニットは
、他の脂肪族、脂環族または芳香族ジオールとジカルボン酸とからそれぞれ構成される。
【００２９】
　他の好適な脂肪族ジオールとしては、例えば、ジエチレングリコール、トリエチレング
リコール、一般式ＨＯ－（ＣＨ２）ｎ－ＯＨ（式中、ｎは好ましくは１０未満の数）で示
される脂肪族グリコール、シクロヘキサンジメタノール、ブタンジオール、プロパンジオ
ール等が挙げられる。他の好適なジカルボン酸としては、例えば、イソフタル酸、アジピ
ン酸などが挙げられる。温室用途における作業信頼性および気候安定性を得るためには、
フィルムが２重量％未満、好ましくは１．５重量％未満のジエチレングリコールを含有す
ることが好ましい。同様の理由から、フィルムがポリエステルのジカルボン酸成分に対し
、１２モル％未満、好ましくは８モル％未満、更に好ましくは５モル％未満のイソフタル
酸（ＩＰＡ）を含有することが好ましい。好ましい多層の実施形態では、外層の少なくと
も１層が、ポリエステルのジカルボン酸成分に対し８モル％を超えるＩＰＡ、好ましくは
１０モル％を超えるＩＰＡを含有し、他方、２３モル％未満のＩＰＡ、好ましくは１９モ
ル％未満のＩＰＡ、更に好ましくは１５モル％未満のＩＰＡを含有する（この改変は、透
明度の向上に寄与する）。ある実施形態において、高ＩＰＡ含有量を有する層の低ＵＶ安
定性を補うために、８モル％を超えるＩＰＡ含有量を有する層は１．５重量％以上、好ま
しくは２．１重量％を越える量の（上述のような）有機ＵＶ安定剤を含有する。更に、フ
ィルムは、ポリエステルのジオール成分に対し、３モル％未満、好ましくは１モル％未満
のＣＨＤＭ（１，４－シクロヘキサンジメタノール）を含有することが好ましい。更に、
イソフタル酸、ジエチレングリコール及びＣＨＤＭの合計量が、フィルムの合計重量に対
し７重量％以下、好ましくは６重量％未満であることが好ましい。上記共重合モノマーの
量、特にＣＨＤＭの量が上述の上限値を越えない場合、フィルムから製造されたブライン
ドのＵＶ安定性が、上述の上限値を越えた場合に比して格段に向上する。
【００３０】
　本発明のフィルムの製造のため、フィルムのＳＶ値が＞６００、好ましくは＞６５０、
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更に好ましくは＞７００となるように、ポリエステルのＳＶ値が選択される。この場合、
フィルムのＳＶ値は、＜９５０、好ましくは＜８５０である。フィルムのＳＶ値が６００
未満の場合、フィルムは製造中において脆弱化し、破断が頻繁に生じる。最終用途では、
より急激な更なる粘度損失が生じ、フィルムの柔軟性が損失され、それ故破損が生じる。
更に、ＳＶ値が比較的低い場合は、後述する機械強度の信頼性が達成されない。フィルム
のＳＶ値が９５０を越える場合、ポリマーは高粒子充填に起因して押出機中での靭性が高
まり、押出機の電気モーターを作動する際、過剰の電流が生じ、押出し時に圧力変動が起
こる。この現象は、作業（走行）信頼性を悪化させ、更に、押出ツール及び切削ツールの
摩耗が不釣り合いに高くなる。
【００３１】
　温室ブラインドへの本発明のフィルムの使用のために特に重要なことは、好適な散乱特
性と組合わせたフィルムの透明性である。この場合、一般的には、植物に出来るだけ多量
の光を供給するためには、特に高い透明性が望ましい。しかしながら、非常に高温の気候
の地域においては、特に太陽の最高度位置付近の２時間において、光量を低減するのが望
ましい。これらの気候域で使用されるブラインドにおいては、本発明のフィルムは、好ま
しくは７０～９２％の透明度を有する。温和な気候（例えば、ヨーロッパ、北アメリカ、
日本）での、好ましい実施形態の本発明のフィルムの透明度は８０％以上、好ましくは８
３％以上である。
【００３２】
　本発明のフィルムの好適な散乱特性に関し、透明度に加えて観測されるべき本質的な３
つのパラメータが存在する。第一のパラメータはフィルムのヘーズである。本発明のフィ
ルムのヘーズは６０～９５％、好ましくは６５～９０％、更に好ましくは７０～８６％で
ある。第二のパラメータはフィルムの明澄度である。本発明のフィルムの明澄度は１５～
４０％、好ましくは１８～３５％、更に好ましくは２１～３０％である。
【００３３】
　ヘーズが高過ぎる（または明澄度が低過ぎる）場合、光が過剰に散乱する。この場合、
後方散乱に起因して高レベルの透明度が達成できず、特に非常に強い散乱光の高含有率に
起因して、光の大部分が前方の植物に当たらないで、温室の周囲に消失する。また、光散
乱フィルムを使用する実際の目的、即ち、植物の下方部分の照光が、それ故効果的に達成
されない。これは、隣接植物の上方領域が、光を吸収してしまい、それに隣在する植物の
下方領域が影になるためである。ヘーズが低過ぎる（または明澄度が高過ぎる）場合は、
光が十分に散乱されず、植物の上方領域が下方に存在する葉に投影される。従って、上方
の葉は過剰の光を受容し、その過剰の加熱は光合成活性の低下を引き起こし、他方で、下
方の葉は最大光合成活性のための十分な光を得られない。上述の限定範囲内において、本
発明の平均散乱角は植物の最適な照光に適している。
【００３４】
　しかしながら、ヘーズ及び透明度（明澄度）の２つの標準変数は透明度を考慮していな
いため、散乱を適切に表現しているとは言えない。それ故、同様に拡散係数ＳＦを満たす
必要がある。拡散光透明度（拡散光線透過率、拡散係数、散乱因子）ＳＦ（ｓｃａｔｔｅ
ｒｉｎｇ　ｆａｃｔｏｒ）は、クラリティ（明澄度）ポート（Ｃｌａｒｉｔｙｐｏｒｔ）
で測定された透明度（詳細は、後述の測定法を参照）に対するＡＳＴＭ－Ｄ　１００３－
６１（方法Ａ）に従って測定された透明度の比（以下の式）を示す。
【００３５】
　ＳＦ＝ＡＳＴＭ－Ｄ　１００３－６１（方法Ａ）に従った透明度／クラリティポート（
Ｃｌａｒｉｔｙｐｏｒｔ）で測定された透明度
【００３６】
　拡散係数ＳＦは２～８、好ましくは２．５～７、更に好ましくは３～４．５である。拡
散係数が低過ぎると、通常透明度のフィルムを通過する非散乱光の量が多過ぎて、上記の
ように植物部分への照光が不適切となる。拡散係数が高過ぎると、設定された透明度にお
いて過剰の光が温室周囲に消失し（過剰光散乱）、近隣の植物が過剰に影の下に覆われる
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。
【００３７】
　本発明の透明度及び散乱特性は、粒子（特に、粒径サイズ）及び粒子含有量（可能なら
、同様に、層への粒子配分；上記を参照）の適切な選択によって達成され、また好適なポ
リマー及び任意には以下の製造方法によって達成される。
【００３８】
　特に、本発明に従った高レベルの透明度を達成するために、フィルムが多層フィルムで
あって、その少なくとも１つの外層が、ポリエステルのジカルボン酸成分に対し８モル％
を超え、好ましくは１０モル％を超えるＩＰＡ含有量を有し、また２３モル％未満、好ま
しくは１９モル％未満、更に好ましくは１５モル％未満のＩＰＡ含有量を有することが好
ましい。特に好ましい実施形態は、両側の外層が上記のＩＰＡ含有量を有するフィルムで
ある。これら外層は、通常２μｍ未満、好ましくは１．５μｍ未満の厚さを有する。この
種の外層は、フィルムの透明度の反射関連損失を低減する。同様の理由から、フィルムは
少なくとも１方の側そして好ましくは両側に、ポエリエステルフィルムより低い屈折率を
有する材料からなる塗膜を有することが好ましい。該材料としては、ポリアクリレート及
びシリコーンが特に好適である。好適なアクリレートは、例えば、欧州特許出願公開第０
１４４９４８号明細書に記載され、好適なシリコーンは、例えば、欧州特許出願公開第０
７６９５４０号明細書に記載されている。各場合での塗膜の厚さは、通常３０ｎｍ以上、
好ましくは５０ｎｍ以上、より好ましくは７５ｎｍ以上、そして通常１５０ｎｍ以下、好
ましくは１３０ｎｍ以下、より好ましくは１１０ｎｍ以下である。結果として、所望の波
長域における透明度の理想的な増加が達成される。塗膜は、好ましくは横方向延伸以前に
製造ラインで、好ましくは水性分散液から公知の方法（リバースグラビアロール又はメイ
ヤーバーを使用した方法）によってフィルム上に塗布形成される。ある好ましい実施形態
において、塗膜は、乾燥重量に基づき１重量％以上のＵＶ安定剤を含有する。この場合、
特に好ましいＵＶ安定剤としては「Ｔｉｎｕｖｉｎ　４７９」又は「Ｔｉｎｕｖｉｎ　５
３３３－ＤＷ」が挙げられる。
【００３９】
＜製造方法＞
　個々の層のポリエステルポリマーは、ジカルボン酸およびジオールを出発物質として、
又はジカルボン酸エステル、好ましくはジメチルエステル、及びジオールを出発物質とし
て、重縮合により製造される。好ましく使用されるポリエステルは５００～１３００の範
囲のＳＶ値を有する。この場合、個々のポリエステルのＳＶ値は特に限定されないが、使
用される原料の平均ＳＶ値は７００以上（又は７００を超え）、好ましくは７５０以上で
ある。
【００４０】
　白色顔料、ＳｉＯ２粒子およびＵＶ安定剤は、ポリエステル自体の製造中に添加させて
もよい。この目的のため、粒子をジオールに分散させ、任意に粉砕し、デカントし、及び
／又は濾過し、そしてエステル化（エステル交換）工程または重縮合工程の何れかで反応
容器に添加する。好ましくは、二軸押出機を用いて濃縮された粒子含有または添加剤含有
ポリエステルマスターバッチを調製し、フィルム押出の途中で粒子非含有ポリエステルに
より希釈することが出来る。この場合、３０重量％未満のポリエステルを含有するマスタ
ーバッチは使用しないことが有利である。特に、ＳｉＯ２粒子含有マスターバッチは（ゲ
ル化のリスク回避のため）２０重量％を越えるＳｉＯ２含有量を有さないことが必要であ
る。更に任意に、フィルム押出中に、粒子及び添加剤を二軸押出機に添加する。
【００４１】
　単軸押出機を使用する場合は、前もってポリエステルを乾燥することが好ましい。ベン
トゾーンを有する二軸押出機を使用する場合は、乾燥工程を設ける必要はない。
【００４２】
　先ず、層を形成するための（多層フィルムの場合は、個々の層を形成するための）ポリ
エステル又はポリエステル混合物を押出機内で圧縮し、溶融（液化）する。得られた溶融
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物を、単層または多層ダイで平坦溶融フィルムに成形し、当該平坦溶融フィルムをスロッ
トダイを介して押出し、冷却ロール及び１つ以上の引取りロール上に巻取る。巻取り時に
、当該シートはロール上で冷却固化される。
【００４３】
　本発明のフィルムは二軸配向、即ち、二軸延伸される。フィルムの二軸延伸は、通常逐
次に行われる。この場合、先ず長手方向（即ち、機械方向＝ＭＤ）に延伸し、次いで横方
向（即ち、機械方向に垂直な方向＝ＴＤ）に延伸する。縦方向の延伸は、所望の延伸比に
従って、異なる速度で回転する２つのロールにより行うことが出来る。横方向の延伸は、
通常適当なテンターフレームを用いて行われる。
【００４４】
　延伸を行う温度は、比較的広範囲に変更可能であり、フィルムの所望の特性によって決
定される。長手方向の延伸は通常８０～１３０℃（加熱温度：８０～１３０℃）の温度範
囲で行われ、横方向の延伸は通常９０℃（延伸の開始時）～１４０℃（延伸の終了時）の
温度範囲で行われる。長手方向の延伸比は、通常２．５：１～４．５：１、好ましくは２
．８：１～３．４：１の範囲である。長手方向の延伸比が３．４倍を超える場合、光散乱
効果を低下させる傾向があるので避けた方が好ましい。更に長手方向の延伸比が４．５倍
を超える場合、裂け発生などにより製造が困難となる。横方向の延伸比は、通常２．５：
１～５．０：１、好ましくは３．２：１～４：１の範囲である。横方向の延伸比が４倍を
越えると、光散乱効果及び透明度を低下させる傾向があり、かつ望ましくない透明度歪み
（フィルムウエブの幅方向の透明度の変動、ウエブ端部（フック及びウエブ中心から約５
０ｃｍの距離）間の明確な差、この差は、２％（絶対値）を越えるべきではない、例えば
、ウエブ中心での透明度が８０％で、端部が７５％であると、絶対値５％の歪みとなり、
それ故非常に透明度が悪くなる）を増加させる。このため、横方向の延伸比が４を超える
ことは、好ましくは避けるべきである。所望のフィルム特性を達成するために、（ＭＤ及
びＴＤにおいて）延伸温度は１２５℃未満、そして好ましくは１１８℃未満であることが
好ましい。横方向の延伸以前に、フィルムの１つの表面または両表面は、公知の方法に従
って、インラインコーティングされてもよい。当該インラインコーティングは、好ましく
は、透明度増加（耐反射性）のための塗膜を塗布するために用いることが出来る。以後の
熱固定の工程中、フィルムは緊張下に１５０～２５０℃の温度で約０．１～１０秒間保持
され、好ましい収縮値および伸び値を達成するため、横方向に通常１％以上、好ましくは
３％以上、より好ましくは４％以上弛緩される。この弛緩は、好ましくは１５０～１９０
℃の温度範囲で行われる。透明度歪みを低減するため、第１の熱固定域の温度は、好まし
くは２２０℃未満、更に好ましくは１９０℃未満である。同様の理由から、好ましくは、
全横方向の延伸比の１％以上、好ましくは２％以上は、延伸が通常もはや行われない第１
の熱固定域で実施されるべきである。そして、フィルムは通常の方法で巻取られる。
【００４５】
＜他のフィルム特性＞
　上記方法に従った本発明のフィルムの、長手および横方向における１５０℃での収縮率
は、通常３％未満、好ましくは２％未満、更に好ましくは１．５％未満である。当該フィ
ルムの１００℃での伸び率は、通常３％未満、好ましくは１％未満、更に好ましくは０．
３％未満である。この寸法安定性は、例えば、巻取り前のフィルムの好適な弛緩により達
成される（方法の記載を参照）。この寸法安定性は、当該フィルムをブラインドに用いた
場合、ストリップ材の後収縮、つまりストリップ材間を通じた光通過漏れを生じる現象を
避けるために重要である。巻きカーテン及びブラインドの両方の製造において、高収縮お
よび過剰伸びは、両方とも波状に延伸された製品を得る結果を引起す。
【００４６】
　また、本発明のフィルムは、長手方向および横方向の両フィルム方向で、通常３０００
Ｎ／ｍｍ２を超える弾性率、好ましくは３５００Ｎ／ｍｍ２を超える弾性率を有し、そし
て更に好ましくは、長手方向および横方向において（少なくとも１つのフィルム方向で）
４５００Ｎ／ｍｍ２を超える弾性率を有する。長手方向および横方向におけるＦ５値（５
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％伸び率における応力）は、好ましくは８０Ｎ／ｍｍ２を超え、更に好ましくは９０Ｎ／
ｍｍ２を超える値となる。これら機械特性は、以上で特定した製造方法条件の範囲内で、
フィルムの二軸延伸パラメータを変更することによって、設定かつ付与することが可能と
なる。
【００４７】
　上記の機械特性を有するフィルムは、用途における応力下で過剰に延伸されることが無
く、容易に保持される。
【００４８】
＜用途＞
　本発明のフィルムは、光散乱フィルムとして、特に温室のブラインド製造用として非常
に好適である。この場合、典型的には、フィルムは幅狭のストリップ材に切断され、以降
そのストリップ材から（同様にＵＶ安定化される）ポリエステル糸を共に使用して、温室
内に掛けられる織布／撚布が製造される。本発明のフィルムのストリップ材は、他のフィ
ルムのストリップ材と組合わせて使用してもよい。
【００４９】
　他方、フィルム自体（全面、非織布）を、同様に温室内に設置してもよい。かかるフィ
ルムの設置によって、植物に達する光量の低減、それ故、日中の冷却、そして同時に高光
散乱により、残光量を、空間内に均一に分配し、全ての植物／全ての植物部分の効果的な
照光を行うことが出来る。夜中には、これらの設置により、温室から外部への熱損を低減
する。
【実施例】
【００５０】
　原料およびフィルムは、以下の方法により測定評価し、得られた測定値を用いて特徴付
けた。
【００５１】
　＜メジアン粒径ｄ５０の測定＞
　平均粒径ｄ５０は、「Ｍａｌｖｅｒｎ　Ｍａｓｔｅｒ　Ｓｉｚｅｒ　２０００」を用い
て求めた。使用する粒子は水中に分散し、セルに移して装置内での分析に供した。粒子サ
イズの決定はレザー拡散により行われた。この場合、通常、検出器により拡散レザー光の
強度イメージを記録し、粒径分布を算術的補正関数を用いて当該強度イメージの角度依存
光強度から計算する。粒径分布は２つのパラメータ、即ちメジアン径ｄ５０（＝中央値位
置の尺度）及び散乱度ＳＰＡＮ９８（＝粒子径の散乱の尺度）によって特徴付けられる。
測定操作は自動的に行われ、ｄ５０値の算術的決定も含んでいた。
【００５２】
　これら粒子を使用して製造されたフィルムの測定により、使用粒子のｄ５０値より１５
～２５％低いｄ５０値が得られる。
【００５３】
　＜ＵＶ／Ｖｉｓ（可視）スペクトル及び波長ｘでの透過率＞
【００５４】
　フィルムの透過率は、パーキン・エルマー社（米国）製のＵＶ／Ｖｉｓ（可視）２ビー
ム分光計（Ｌａｍｂｄａ　１２又はＬａｍｂｄａ　３５）を用いて測定した。約３×５ｃ
ｍの測定サイズを有するフィルムサンプルを、平坦サンプル取付け台を介し、測定ビーム
に対し垂直にビーム路内に挿入する。測定ビームは、５０ｍｍウルブリヒト球によって検
出器内を通光させ、所望の波長におけるフィルムの透明度を決定するためにその光強度を
測定した。空気をバックグラウンドガスとし、所望の波長における透過率を読み取った。
【００５５】
　＜透明度＞
　透明度は、ＢＹＫ－Ｇａｒｄｎｅｒ　ＧｍｂＨ（ドイツ）社製のＨａｚｅ－Ｇａｒｄ　
Ｐｌｕｓを用いて、ＡＳＴＭ－Ｄ　１００３－６１（方法Ａ）に従って測定した。
【００５６】
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　＜透明度（明澄度）＞
　明澄度は、規格ＡＳＴＭ－Ｄ－１００３に従って、ＢＹＫ－Ｇａｒｄｎｅｒ　ＧｍｂＨ
社製のＨａｚｅ－Ｇａｒｄ　Ｐｌｕｓにより決定する。光は、小さい立体角で偏向させ、
それによって散乱光量を狭いローブ内に濃縮する。イメージの明瞭さを、２．５°未満の
角度範囲で測定する。イメージの明瞭さ（明澄度）の測定のために、フィルムをクラリテ
ィポートにしっかりと取付ける。
【００５７】
　＜光散乱の評価（拡散係数ＳＦの測定）＞
　本発明のフィルムに関しは、光散乱特性が特に重要である。光散乱特性の評価は、ＢＹ
Ｋ－Ｇａｒｄｎｅｒ　ＧｍｂＨ（Ｌａｕｓｉｔｚｅｒ　Ｓｔｒａｓｓｅ　８，８２５２３
８　Ｇｅｒｅｔｓｒｉｅｄ、ドイツ）社製のＨａｚｅ－Ｇａｒｄ　Ｐｌｕｓ・透明度／ヘ
ーズ計を用いて行った。この目的のため、クランプリングに把持・固定したフィルムの透
明度を、ＡＳＴＭ－Ｄ　１００３－６１（方法Ａ）に記載されたように、ヘーズ及び透明
度測定用の測定ポートの前面に面一にフィルムを保持して測定する。次いで、固定フィル
ムは、（明澄度測定用としての）出光ポートの前面に面一に保持し、透明度を、再度、測
定した。光拡散係数ＳＦは、これら２つの測定値の比に相当する。
【００５８】
　ＳＦ＝ＡＳＴＭ－Ｄ　１００３－６１（方法Ａ）に従って測定した透明度／出光ポート
の前面で測定された透明度
【００５９】
　＜ＳＶ（標準粘度）値＞
　ポリエステルの稀釈溶液中の標準粘度ＳＶは、（２５±０．０５）℃においてウッベロ
ーデ型粘度計を用いて、ＤＩＮ５３７２８　Ｐａｒｔ　３に基づく方法によって測定した
。溶媒としてはジクロロ酢酸（ＤＣＡ）を使用した。溶解ポリマーの濃度は、純溶媒１０
０ｍｌに対し１ｇポリマーであった。ポリマーを６０℃で１時間溶解した。サンプルは当
該時間後には十分に溶解されず、更なる２回までの溶解の試みを各サンプルに関して８０
℃で４０分間行った。次いで、得られた溶液は、回転速度４１００分－１で１時間遠心分
離した。無次元ＳＶ値は、相対粘度（ηｒｅｉ＝η／ηｓ）から以下のように決定される
。
【００６０】
　ＳＶ＝（ηｒｅｉ－１）×１０００
【００６１】
　フィルム又はポリマー原料中の粒子の分量は灰化により決定し、投入重量の増加により
、以下の式によって補正した。
【００６２】
　投入重量＝（１００％ポリマーに対応する投入重量）／［（１００－重量％による粒子
含有量)／１００］
【００６３】
　＜機械特性＞
　機械特性は１００ｍｍ×１５ｍｍの測定サイズを有するフィルムストリップについて測
定し、ＤＩＮ　ＥＮ　ＩＳＯ　５７２－１及び３（タイプ２試料）に基づく方法に従った
引張りテストによって決定された。
【００６４】
　＜収縮＞
　熱収縮率は、一辺縁長１０ｃｍの方形フィルム試料を用いて決定した。サンプルは、一
辺縁が長手方向と平行に延在し、もう一方の辺縁が長手方向に垂直に延在するように切断
した。サンプルの長さを正確に測定し（縁長Ｌ０は、各長手方向ＴＤ及び横方向ＭＤに対
して、Ｌ０ＴＤ及びＬ０ＭＤを決定する）、特定収縮温度（本願では１５０℃）の強制通
気乾燥オーブン内で１５分間調整した。サンプルを取り出し、室温で長さを正確に測定し
た（縁長ＬＴＤ及びＬＭＤ）。収縮率は、以下の式により求める。
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【００６５】
　収縮率［％］ＭＤ＝１００・（Ｌ０ＭＤ－ＬＭＤ）／Ｌ０ＭＤ、及び
　収縮率［％］ＴＤ＝１００・（Ｌ０ＴＤ－ＬＴＤ）／Ｌ０ＴＤ

【００６６】
　＜伸び＞
　熱伸び率は、一辺縁長１０ｃｍの方形フィルム試料を用いて決定した。サンプルは、正
確に測定され（縁長Ｌ０）、そして１００℃の強制通気乾燥オーブン内で１５分間調整し
、次いで室温で正確に測定された（縁長Ｌ）。伸び率は、以下の式により求める。
【００６７】
　伸び率［％］＝１００＊（Ｌ－Ｌ０）／Ｌ０

【００６８】
　伸び率は、各フィルム方向で別々に決定された。
【００６９】
　＜ＵＶ安定性＞
　ＵＶ安定性は、独国特許第６９７３１７５０号明細書（国際公開第９８／０６５７５号
パンフレットに対応）の８頁に記載する方法により決定され、ＵＴＳ値は、屋外暴露時間
１０００時間に代わり２０００時間を用いて、初期値に対する％によって示した。
【００７０】
　＜難燃性＞
　３０×３０ｃｍの測定フィルム片を、各隅部で２つのクランプ部材により把持して垂直
に懸架した。一般的には、フィルム片の視認可能な動作を生じるような、懸架位置での空
気移動が無い状態を確保する必要がある。この場合、上方からの温和な隙間風は許容可能
である。フィルム片は、次いで、その下側中央部で、下方からの火炎に曝した。火炎ビー
ムの照射は、標準市販燃焼ライター、より好ましくはブンゼンバーナーを使用して行うこ
とができる。この場合、火炎は、１ｃｍより長く、３ｃｍより短い必要がある。火炎は、
フィルムが点火炎無しで燃え続けるまで（少なくとも３秒間）フィルムに当てた状態に保
持した。火炎は５秒以下の時間フィルムに当てた状態に保持したが、フィルムを焼失／縮
小させるために、フィルムを移動させた。点火操作は、４回行った。
【００７１】
　本願の実施例では、難燃性は、以下の評価基準により評価する。
【００７２】
　１：４回の点火操作において、フィルムは、３秒間より長く燃焼しなかった。
　２：フィルムは点火し、１５秒未満の後に自己消火し、３０％を越えるフィルム面積が
燃え残った。
　３：フィルムは点火し、２０秒未満の後に自己消火し、３０％を越えるフィルム面積が
燃え残った。
　４：フィルムは点火し、４０秒未満の後に自己消火し、３０％を越えるフィルム面積が
燃え残った。
　５：フィルムは点火し、４０秒未満の後に自己消火し、１０％を越えるフィルム面積が
燃え残った。
　６：フィルムは点火後、４０秒より長く燃焼するか、又は自己消火後１０％未満のフィ
ルム面積が燃え残った。
【００７３】
　実施例１～３及び比較例１～７：
　ポリマー混合物を２９２℃に溶融し、静電密着法を用いてスロットダイを通じて５０℃
に加熱した冷却ロール上に押出した。次いで得られたシートを長手方向および横方向に以
下の表に示す条件で延伸した。
【００７４】
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【表１】

【００７５】
　実施例において使用した材料は以下の通りである。
【００７６】
　ＰＥＴ１：ＳＶ＝８２０で、ジエチレングリコール（ＤＥＧ）モノマー含有量が０．９
重量％である、エチレングリコール及びテレフタル酸から製造された原料ポリエチレンテ
レフタレート。
【００７７】
　ＰＥＴ２：ビス［（５－エチル－２－メチル－１，３，２－ジオキサホスホリナン－５
－イル）メチル）］メチルホスホネート　Ｐ，Ｐ’－ジオキシド（Ａｍｇａｒｄ　Ｐ　１
０４５）（英文名：ｂｉｓ［（５－ｅｔｈｙｌ－２－ｍｅｔｈｙｌ－１，３，２－ｄｉｏ
ｘａｐｈｏｓｐｈｏｒｉｎａｎ－５－ｙｌ）ｍｅｔｈｙｌ］　ｍｅｔｈｙｌｐｈｏｓｐｈ
ｏｎａｔｅ　Ｐ，Ｐ’－ｄｉｏｘｉｄｅ）を２３（重量）％有するＳＶ＝７２０の原料ポ
リエチレンテレフタレート。Ａｍｇａｒｄからの１８０００ｐｐｍのリン含有量に対応す
る。Ａｍｇａｒｄはポリエチレンテレフタレートに二軸押出機で導入した。
【００７８】
　ＰＥＴ３：共重合モノマーとして（６－オキソジベンゾ［ｃ，ｅ］［１，２］オキサホ
スホリン－６－イルメチル）コハク酸ビス（２－ヒドロキシエチル）エステル（英文名（
６－ｏｘｏｄｉｂｅｎｚｏ［ｃ，ｅ］［１，２］ｏｘａｐｈｏｓｐｈｏｒｉｎ－６－ｙｌ
ｍｅｔｈｙｌ）ｓｕｃｃｉｎｉｃ　ａｃｉｄ　ｂｉｓ（２－ｈｙｄｒｏｘｙｅｔｈｙｌ）
ｅｓｔｅｒ）を含有するＳＶが７３０の原料ポリエチレンテレフタレート。この共重合モ
ノマーからの原料中でのリン留分は１８０００ｐｐｍである。
【００７９】
　ＰＥＴ４：ＵＶ安定剤を２０重量％含有するＳＶが７００の原料ポリエチレンテレフタ
レート。ＵＶ安定剤としては、２－（４，６－ジフェニル－１，３，５－トリアジン－２
－イル）－５－（ヘキシル）オキシフェノール（ＢＡＳＦ社製Ｔｉｎｕｖｉｎ（登録商標
）１５７７、ドイツ、ルードヴィッヒシャフェン）を使用した。Ｔｉｎｕｖｉｎ　１５７
７の融点は１４９℃であり、３３０℃まで熱的に安定である。
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【００８０】
　ＰＥＴ５：ｄ５０が６．２μｍの二酸化ケイ素粒子（Ｓｙｌｙｓｉａ　４４０、ＦＵＪ
Ｉ　ＳＩＬＹＳＩＡ　ＣＨＥＭＩＣＡＬ　ＬＴＤ．社製、米国、ノースカロライナ州、グ
リーンヴィレ）を１５重量％含有するＳＶが７００の原料ポリエチレンテレフタレート。
ＳｉＯ２粒子は二軸押出機内でポリエチレンテレフタレートに添加した。
【００８１】
　ＰＥＴ６：ｄ５０が２．７μｍの二酸化ケイ素粒子（Ｓｙｌｙｓｉａ　３１０Ｐ、ＦＵ
ＪＩ　ＳＩＬＹＳＩＡ　ＣＨＥＭＩＣＡＬ　ＬＴＤ．社製、米国、ノースカロライナ州、
グリーンヴィレ）を１５重量％含有するＳＶが７００の原料ポリエチレンテレフタレート
。ＳｉＯ２粒子は二軸押出機内でポリエチレンテレフタレートに添加した。
【００８２】
　ＰＥＴ７：ＴｉＯ２を６０重量％（Ｒ－１０４型、ＤｕＰｏｎｔ社製、米国、ルチル改
変）含有するＳＶが６００の原料ポリエチレンテレフタレート。ＴｉＯ２粒子は二軸押出
機内でポリエチレンテレフタレートに添加した。
【００８３】
　ＰＥＴ８：イソフタル酸を共重合モノマーとして２５モル％含むＳＶが７１０の原料ポ
リエチレンテレフタレート。
【００８４】
　表１に各実施例、比較例における配合組成、製造条件、得られたフィルムの特性につい
て纏めて示す。
【００８５】



(17) JP 2017-128727 A 2017.7.27

10

20

30

40

【表２】

【００８６】
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【表３】

【００８７】
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【表４】

【００８８】
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【表５】

【産業上の利用可能性】
【００８９】
　本発明のフィルムは高透明性、低燃焼性を示し、多年に亘る屋外使用においても、重大
な黄変を被ることなく、表面の脆弱化又は亀裂形成を生じることなく、用途における重大
な機械特性の低下がないため、特に温室用途に好適である。
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